
















































































































































































 （ 1 ）
記号 は牛肉の品種を表し、ここでは和牛、乳用牛、輸入牛のいずれか




ていた時期（1991年 3 月以前）で 1 をとるダミー変数（ ）、輸入
割当総量（ ）、関税率（ ）、 と の交差項
139
太田・齋藤・坂口　輸入自由化による長期的な牛肉価格への影響
（ ）という 4 つの変数が含まれている。
　 は、品質や需要の変化をコントロールする変数のベクトルで
















は牛肉の品種を表す。消費者 が時期 に品種 を購入することから得られ
る効用（ ）は以下の（ 2 ）式と（ 3 ）式で定義する。
 （ 2 ）
 （ 3 ）
は価格を表しており、 は第一種極値分布に従う誤差項である。ここで、
他品種は = 0 とする。また、 は観察可能な変数のベクトル（ ）と、観
察不可能な製品特徴を表すベクトル（ ）の線形和とする。 には、各品
種ダミー（乳用牛ダミー： ,輸入牛ダミー： ）、輸入割当






　ただし、 には当該品種の だけでなく、他品種の も含まれ
る。つまり、いずれの品種の推定式（ 1 ）においても、和牛の平均的な評
価（ ）、乳用牛の平均的な評価（ ）、輸入牛の平均的な評








－ 1 項で行う。次に、そこで得られた品質指標 も利用して価格誘導形
モデルの推定を 5 － 2 項で説明する。
　
5 － 1 ．需要モデル推定
　まず、Berry（1994）に基づき、以下の回帰モデルが導出できる：
















           変 数  fresh_ot    fresh
dairy -503.1     1⽉ -840.4 693.0
[69.7]*** [461.2] [248.0]**
import 125.1     2⽉ -1622.0 85.1
[127.5] [390.9]*** [214.1]
free -361.7     3⽉ -1351.0 122.9
[37.1]*** [477.7]** [253.5]
free_dairy 23.3     4⽉ -1126.0 311.6
[51.1] [500.6]* [265.2]
free_import 226.1     5⽉ -865.3 527.8
[50.7]*** [514.0] [270.9]












観測数 683    12⽉ -989.4 1053.0














 被説明変数:        ①       ②      ①      ②
    OLS   2SLS
変数             
p -0.000215 -0.00094     1⽉ -1.127 -0.656
[0.000129] [0.000555] [0.465]* [0.594]
dairy -2.024 -2.530     2⽉ -1.833 -1.514
[0.220]*** [0.429]*** [0.440]*** [0.508]**
import -1.712 -1.900     3⽉ -1.763 -1.499
[0.360]*** [0.377]*** [0.426]*** [0.476]**
free -0.151 -0.391     4⽉ -2.019 -1.709
[0.129] [0.221] [0.441]*** [0.506]***
free_dairy -0.088 -0.081     5⽉ -1.318 -0.936
[0.170] [0.169] [0.432]** [0.527]
free_import -1.528 -1.372     6⽉ -1.209 -0.799
[0.171]*** [0.207]*** [0.417]** [0.527]
GDI 0.027 0.0266     7⽉ -1.205 -0.730









観測数 683 684    12⽉ -0.967 -0.276









　輸入割当撤廃後の時期で 1 をとるダミー変数（ ）の係数は、有意
に負である。つまり輸入割当撤廃によって、和牛価格が低下したことを示
している。7 これはサンプル期間が短い土居（2013）の結果でも同じである。













5 － 2 ．価格誘導形モデル推定
　需要モデルの推定結果を用いて消費者の平均的な評価（ ）を（ 3 ）
式を用いて計算した上で、それも説明変数に加えて価格誘導形モデル（ 1 ）
式を推定する。8 推定結果は表 3 に示されている。9
7　推定式に含まれる他の変数は と各品種ダミーの交差項（ , 
























    ① 和⽜     ② 乳⽤⽜     ③ 輸⼊⽜
変数  推定値 標準偏差  推定値 標準偏差  推定値 標準偏差
quota 1349.786 [141.190]*** 1648.295 [85.908]*** 1358.586 [216.474]***
quotavol 0.141 [0.193] -1.303 [0.166]*** -0.598 [0.533]
tariff 10.792 [1.936]*** 3.576 [1.097]** -17.478 [5.629]**
quota_tariff -12.313 [2.485]*** 3.221 [1.458]* 8.201 [5.420]
fresh 834.808 [143.425]*** 14.797 [69.749]           -        -
δ_wagyu^* 169.977 [60.233]** -110.474 [42.890]* 314.339 [139.517]*
δ_dairy^* 257.268 [39.023]*** 338.436 [30.314]*** -42.008 [108.781]
δ_import^* 22.313 [8.083]** 21.515 [5.677]*** 71.7 [28.657]*
観測数 227 227 227
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変数     平均  標準偏差   最⼩値   中央値   最⼤値
価格（円/kg） 和⽜ 1802.2 293.1 1298.9 1865.2 2284.9
乳⽤⽜ 907.6 240.8 585.4 791.0 1363.0
輸⼊⽜ 997.2 312.0 440.2 993.7 1708.5
市場シェア 和⽜ 0.352 0.108 0.184 0.340 0.613
乳⽤⽜ 0.182 0.032 0.107 0.180 0.267
輸⼊⽜ 0.099 0.087 0.004 0.083 0.339
fresh 和⽜ 0.774 0.088 0.491 0.780 0.937
乳⽤⽜ 0.396 0.076 0.157 0.396 0.592
輸⼊⽜ 0 0 0 0 0
国内総所得（兆円） 106.6 21.4 66.1 114.7 135.8
（表 4）記述統計
注： いずれも1982年 4 月から2001年 3 月までの月次データの記述統計である。また、サ
ンプルサイズは227である。

